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さ
ら
な
る
県
水
受
水
費
の
減
少
を
す
べ
き

水
道
事
業
会
計
決
算
に
反
対

水
道
会
計
決
算
に
反
対

局
庁
舎
整
備
事
業
は
手
続
き
も
問
題
あ
り

コ
ン
ビ
ニ
ペ
イ
ジ
ー
収
納
の
利
用
率
向
上

財
源
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
評
価

日
本
共
産
党
（
守
谷
　
浩
一
　

議
員
）

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永
　
明
久
　

議
員
）

自
民
党
・
い
さ
ま
（
竹
田
　
陽
介
　

議
員
）

予
算
で
網
羅
し
た

各
施
策
や
事
業
の
着
実
な
推
進
を
評
価

ざ
ま
大
志
会
（
池
田
　
徳
晴
　

議
員
）

　

平
成
28
年
度
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
及
び
未
処
分
利
益
剰
余

金
の
処
分
に
つ
い
て
、
１
立
方
メ

ー
ト
ル
当
た
り
の
供
給
単
価
が
給

水
原
価
を
上
回
り
、
そ
の
差
額
は

４
円
96
銭
と
な
り
、
逆
ざ
や
が
解

消
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
要

因
は
、
神
奈
川
県
内
広
域
水
道
企

業
団
の
財
政
計
画
の
改
定
に
伴
い
、

県
水
受
水
費
が
基
本
料
金
と
従
量

料
金
を
合
わ
せ
、
平
均
改
定
マ
イ

ナ
ス
７
・
９
％
と
な
っ
た
こ
と
で

す
。
当
初
の
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
全
体
計

画
の
浄
水
換
算
の
１
２
０
万
９
千

ト
ン
に
対
し
て
、
本
市
の
配
分
水

量
は
日
量
３
万
７
３
０
０
ト
ン
で

あ
り
、
こ
れ
が
基
本
料
金
の
算
出

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

本
市
の
県
水
の
使
用
量
は
日
量
１

万
ト
ン
す
ら
下
回
っ
て
お
り
、
余

分
に
県
水
受
水
費
を
支
払
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
な
る

県
水
受
水
費
の
減
少
を
す
べ
き
で

あ
り
、
本
議
案
に
反
対
し
ま
す
。

　

上
下
水
道
局
庁
舎
整
備
事
業
は
、

事
業
方
式
の
妥
当
性
の
み
な
ら
ず
、

深
刻
な
こ
と
は
、
事
業
の
推
進
過

程
に
お
け
る
手
続
の
問
題
で
す
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
あ
り
き
で
進
め
ら
れ

て
お
り
、
大
変
危
う
さ
を
感
じ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
本
市
初
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
事
業
と
い
う
ふ
れ
込
み
と
は
裏

腹
に
、
ま
こ
と
に
お
粗
末
な
も
の

と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

議
案
第
51
号
、
平
成
28
年
度
座

間
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
決
算

の
規
模
は
歳
入
決
算
総
額
４
１
３

億
７
７
７
０
万
８
８
６
０
円
で
対

前
年
度
比
11
・
２
％
の
増
、
歳
出

決
算
総
額
は
４
０
２
億
８
９
６
４

万
６
１
６
９
円
で
対
前
年
度
比

２
・
２
％
の
増
と
過
去
最
高
の
決

算
額
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
の
根

幹
で
あ
る
市
税
収
入
額
は
１
８
４

億
６
８
９
２
万
４
５
２
５
円
で
対

前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
２
％
、
３
億

６
８
２
０
万
９
５
３
９
円
の
減
、

歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
44
・

６
％
、
対
前
年
度
比
１
・
５
ポ
イ

ン
ト
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
、
市
税
の
収
納
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
度
に
開
始
し
た

コ
ン
ビ
ニ
ペ
イ
ジ
ー
収
納
制
度
が

市
民
に
浸
透
し
て
き
て
お
り
、
特

に
軽
自
動
車
税
は
、
平
成
26
年
度

の
40
％
の
利
用
率
が
平
成
28
年
度

は
83
・
６
％
の
利
用
率
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
道
な
財
産
調
査
、

滞
納
処
分
、
不
動
産
公
売
等
を
積

極
的
に
進
め
、
市
税
全
体
で
は
収

納
率
が
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

収
入
未
済
額
は
１
億
２
２
３
９
万

４
６
２
８
円
減
少
し
て
お
り
、
当

局
の
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

議
案
第
52
号
、
平
成
28
年
度
座

間
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
平
成
28
年
10
月
よ
り
、
従
来

の
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
の
申

込
み
に
加
え
、
担
当
課
窓
口
で
の

「
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
」
を

導
入
し
、
納
付
忘
れ
の
防
止
や
新

た
な
未
納
者
対
策
に
効
果
を
上
げ
、

さ
ら
に
は
納
期
内
納
付
者
の
増
加

等
に
よ
り
、
督
促
状
の
送
付
件
数

の
減
少
に
よ
る
経
費
削
減
に
つ
な

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、
平
成

28
年
７
月
か
ら
人
間
ド
ッ
グ
受
検

費
用
の
一
部
助
成
を
開
始
し
、
検

査
結
果
の
提
供
を
受
け
、
特
定
健

康
診
査
の
保
健
指
導
に
つ
な
げ
て

お
り
、
取
り
組
み
を
評
価
し
ま
す
。

　

議
案
第
53
号
、
平
成
28
年
度
座

間
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
６
カ
所
に
増
設
し
、
相
談
件
数

は
計
画
値
を
超
え
た
３
万
２
千
件

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
在

宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
で
、

平
成
30
年
度
に
向
け
て
着
実
な
準

備
を
進
め
て
い
る
当
局
の
取
り
組

み
を
評
価
し
ま
す
。

　

議
案
第
56
号
、
平
成
28
年
度
座

間
市
公
共
下
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
及
び
未
処
分
利
益
剰
余
金

の
処
分
に
つ
い
て
、
当
年
度
は
、

本
市
公
共
下
水
道
事
業
が
特
別
会

計
か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し

た
初
め
て
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

公
営
企
業
法
を
適
用
し
、
こ
れ
ま

で
の
単
式
簿
記
か
ら
複
式
簿
記
に

変
わ
り
、
損
益
計
算
書
に
お
い
て

は
経
営
状
況
を
、
貸
借
対
照
表
に

お
い
て
は
財
政
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
民
に
対
し
よ
り

多
く
の
情
報
を
開
示
し
た
こ
と
で
、

経
営
の
透
明
性
の
向
上
が
図
ら
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
水
道
事
業
に

加
え
公
共
下
水
道
事
業
も
公
営
企

業
と
な
り
、
同
時
に
公
営
企
業
管

理
者
の
設
置
や
市
長
部
局
か
ら
上

下
水
道
局
へ
の
移
行
な
ど
大
幅
な

機
構
改
革
を
実
施
し
た
こ
と
で
、

水
道
料
金
や
下
水
道
使
用
料
な
ど

の
会
計
処
理
が
一
元
化
し
、
経
営

が
効
率
化
、
合
理
化
さ
れ
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
の
健
全
か
つ
安
定
的

な
運
営
を
行
う
た
め
に
も
公
営
企

業
会
計
は
大
変
効
果
的
で
あ
り
、

高
く
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、
公
営

企
業
管
理
者
の
も
と
、
上
下
水
道

局
が
一
丸
と
な
っ
て
健
全
な
下
水

道
経
営
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
姿

勢
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
第
四

次
座
間
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の

将
来
目
標
を
推
進
す
る
た
め
、
実

施
計
画
を
最
優
先
に
執
行
し
、
ま

た
市
税
の
減
収
や
制
度
変
更
へ
の

対
応
、
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業

の
執
行
な
ど
、
当
初
予
算
で
網
羅

し
た
各
施
策
、
事
業
を
確
実
に
実

施
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
、
危
機
意
識
と
緊
張
感
を

持
ち
、
新
た
な
社
会
情
勢
の
変
化

に
起
因
す
る
諸
課
題
等
に
対
応
す

る
た
め
、
座
間
市
健
全
財
政
戦
略

本
部
を
設
置
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
や
事
業
を
着
実
に
推
進
さ
れ
た

こ
と
を
重
ね
て
評
価
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
法
適
用
を
評
価

公
明
党
（
安
田
　
早
苗
　

議
員
）

　
　

23
・
公
明
党
、
ざ
ま
大
志
会
行

政
視
察
…
兵
庫
県
西
宮
市
、

淡
路
市
、
洲
本
市
（
～

25
）

　
　

26
・
関
東
市
議
会
議
長
会
正
副

会
長
会
議
・
支
部
長
会

議
・
第
１
回
理
事
会

　
　

30
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

第
２
回
定
例
会

　
　

31
・
厚
木
基
地
周
辺
市
議
会
基

地
対
策
協
議
会
実
行
運
動

…
防
衛
省
、
外
務
省
、
総

務
省

11
・
１
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
関
東
部
会
総
会
…

海
老
名
市

　
　

２
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　

６
・
自
民
党
・
い
さ
ま
行
政
視

察
…
鹿
児
島
県
日
置
市
、

南
九
州
市
、
姶
良
市
（
～

８
）

　
　

９
・
全
国
都
市
問
題
会
議
…
沖

縄
県
那
覇
市
（
～
10
）

　
　

13
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
第
89
回
理
事
会
…

東
京
都
千
代
田
区

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算

就
労
支
援
策
の
成
果
を
高
く
評
価

ざ
ま
明
進
会
（
佐
藤
　
弥
斗
　

議
員
）

　

一
般
会
計
決
算
の
歳
出
で
は
、

増
加
す
る
民
生
費
の
中
で
生
活
保

護
費
の
み
前
年
度
比
44
万
１
千
円

の
減
で
す
。
就
労
支
援
策
に
お
い

て
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
就
労
支

援
員
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
を

密
に
し
、
き
め
細
か
い
支
援
が
行

わ
れ
、
就
労
相
談
会
や
模
擬
面
接

会
の
継
続
的
な
実
施
に
よ
り
就
労

実
績
が
増
え
た
こ
と
を
高
く
評
価

し
ま
す
。
ま
た
児
童
福
祉
費
は
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

増
加
等
に
よ
り
前
年
度
比
７
・
９

％
増
で
、
市
内
事
業
所
が
増
え
、

発
達
障
が
い
等
の
早
期
療
育
に
つ

な
が
る
と
考
え
、
評
価
し
ま
す
。

扶
助
費
増
大
へ
の
懸
念
を
恐
れ
ぬ

大
幅
予
算
増
と
そ
の
執
行
に
賛
意

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海
　
の
ぞ
み
　

議
員
）

　

全
て
の
国
民
の
権
利
と
し
て
の

社
会
保
障
、
そ
れ
が
福
祉
の
根
本

で
す
。
そ
の
理
念
を
成
就
せ
し
め

る
の
が
適
正
な
る
予
算
立
て
及
び

執
行
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
国
や

時
の
政
権
、
官
僚
に
よ
る
社
会
事

業
で
は
な
く
、
市
民
一
人
一
人
が

求
め
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
実
現
の
た

め
に
、
今
後
と
も
大
胆
な
る
予
算

計
上
と
そ
の
執
行
を
期
待
し
ま
す
。

中
学
校
給
食
の
申
し
込
み
を

継
続
し
な
い
理
由
の
検
証
を
期
待
し
賛
成

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤
　
陽
子
　

議
員
）

　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

申
し
込
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
は
70

・
５
％
で
し
た
が
、
実
際
の
申
込

率
は
３
割
未
満
で
、
申
し
込
み
を

し
て
も
継
続
し
て
い
な
い
家
庭
が

半
分
あ
る
と
言
え
ま
す
。
納
税
者

で
あ
る
市
民
に
対
し
、
公
費
を
投

じ
て
い
る
学
校
給
食
を
継
続
し
な

い
理
由
を
検
証
し
て
示
す
必
要
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
賛
成
し
ま
す
。


